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６
月
１５
日
、
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
更
新
、
周
辺
の

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
標
語
は『
Ｓ
Ｄ
牛
ｓ
』

で
す
！
最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

よ
く
耳
に
す
る
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

で
す
が
、
酪
農
業
に
お
い
て
も

決
し
て
関
係
の
な
い
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
意
味
を
理

解
し
、
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

 　
≪
青
年
部　
事
務
局
≫　

　
６
月
１５
日
、
モ
ア
ン
山
『
牛

文
字
』
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
も

無
事
に
刈
り
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
！

　
ご
覧
に
な
る
際
は
、
交
通
事

故
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

≪
青
年
部　
事
務
局
≫

ロールパックメッセージ

モ
ア
ン
山

モ
ア
ン
山

『
牛
文
字
』

『
牛
文
字
』のの

草
刈
り

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
！

を
行
い
ま
し
た
！
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中
瀬
参
事
は
地
域
の
担
い
手
不
足
や
労
働
力
不
足
の
課
題
解
決

の
た
め
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
設
立
・
稼
働
に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
酪
農
家
の
子
育
て
支
援
強
化
の
た
め
行
政
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
一
時
預
か
り
や
親
子
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
な

ど
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
根
室
管

内
農
協
参
事
会
の
監
事
・
副
会
長
を
歴
任
し
た
経
験
が
高
く
評
価

さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
１０
日
、
中
標
津
町
立
計
根
別
学
園
の

８
年
生
を
対
象
に
食
育
出
前
授
業
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
、

充
実
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
！

≪
青
年
部　
事
務
局
≫

食育出前授業を
開催しました！

令和３年度令和３年度農業協同組合功労働者表彰農業協同組合功労働者表彰でで
中瀬参事中瀬参事がが受賞受賞
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結婚しました 結婚祝い金の贈呈

これからの抱負を一言これからの抱負を一言
宮田さん夫妻 中村さん夫妻

　6月2日、宮田雅隆さん・真琴さん、中村侑矢さん・璃菜さんの2組へ組合長
より結婚祝い金の贈呈が行われました。
　2組とも末長い幸せをお祈りしております！

宮田雅隆さん
「安定した経営をめざします。」
　　真琴さん

「これから色々なことを覚えてゆきたいです。」

中村侑矢さん
「まずは現状を維持できるように頑張りたいです。」
　　璃菜さん

「親に少しでも楽をしてもらいたいと思っています。」

●●●クミカン入力勉強会開催‼●●●
　

６
月
１7
日
、
ク
ミ

カ
ン
入
力
勉
強
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
営

農
部
職
員
が
説
明
者

と
な
り
、
営
農
計
画

と
ク
ミ
カ
ン
実
績
を

比
較
、
実
際
に
自
分

の
牧
場
は
儲
か
っ
て

い
る
の
か
検
証
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
開
催
時
間

内
で
あ
れ
ば
ど
の
時

間
で
も
自
由
に
入
退

室
可
能
に
し
、
感
染

症
対
策
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
自
分
の
牧

場
の
作
業
状
況
に
よ

っ
て
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
新
た
な
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
２
ヵ
月
毎
に

開
催
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
営
農
計

画
と
ク
ミ
カ
ン
を
比
較

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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乳頭
右前左前

左後 右後

　　の
足バンドを
左後足に装着

　　の
足バンドを
左後足に装着

　　の
足バンドを

右後足に装着

　　の
足バンドを

右後足に装着

盲乳の場合 表示方法：乳牛を後方から見て

黄色

青色 青色

黄色

《盲　乳》

《抗生物質による治療牛の場合》

抗菌生物質による治療牛の場合 乾乳牛の場合
赤色のマジックテープを後足に装着 赤色の足バンドを後足に装着

※表示方法の見方は、乳牛を後方から見て！　※マーキングの統一はみんなのルール！
※みんなで実施し、高品質乳をた＜さん出荷しよう！ ※実施できる方から始めましょう！

※�バンド⇔取り外しがしづらい構造となっている。盲乳や乾乳牛の様に、取り外しをあまり行わない牛に使用する。
※マジックテープ⇔取り外しがしやすい構造となっている。治療牛など短期間の牛に使用する。

～店頭商品については、写真と異なる場合がございます。～

　�なお、マーキングバンドや足バンドについては、JAけねべつ資材店舗ふぁーまっくにて取り扱っております。
　ご不明な点は営農部酪農ヘルパー利用組合事務局までご連絡ください。

黄　色
左前 黄色の足バンドを左後足に装着

右前 黄色の足バンドを右後足に装着

赤　色 赤色のマジックテープを後足に装着

赤　色 赤色の足バンドを後足に装着

青　色
左後 青色の足バンドを左後足に装着

右後 青色の足バンドを右後足に装着

《乾乳牛の場合》

★ 上記のバンドと、従来からのスプレーペイントを併用し、更に記録ボード治療記録
を実施して、抗生物質混入事故【ヒヤリ・ハット】を根絶しましょう。

JAけねべつ酪農ヘルパー利用組合からのお知らせ

マーキングマーキングのの統一統一 推奨表示方法表示方法
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計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合
会
主

催
で
、
別
海
町
中
春
別
の
久
保
光
大

牧
場
を
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
根
室
管
内
で
も
数
件
し
か
な
い
繋

ぎ
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
牧

場
で
あ
り
、
１
機
で
１
日
２
回
の

搾
乳
を
6０
頭
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
向
か
な

い
牛
な
ど
4０
頭
を
通
常
の
搾
乳
で
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

m
i
l
k
o
m
a
x
と
い
う
カ
ナ
ダ

の
メ
ー
カ
ー
で
、
１
機
で
6０
頭
を
搾

乳
す
る
と
８
～
９
時
間
程
か
か
る
そ

う
で
す
。
今
回
は
、
会
員
１3
名
の
参

加
、
視
察
中
に
も
多
く
の
質
問
・
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

乳牛改良連合会乳牛改良連合会 視 察

　
６
月
２
日
よ
り
、
よ
し
も
と
芸

　
６
月
２
日
よ
り
、
よ
し
も
と
芸

人
の
「
く
び
っ
た
け
」
が
久
保
拡

人
の
「
く
び
っ
た
け
」
が
久
保
拡

伸
さ
ん
他
３
件
の
牧
場
で
３
カ
月

伸
さ
ん
他
３
件
の
牧
場
で
３
カ
月

間
、
酪
農
の
仕
事
に
挑
戦
し
て
い

間
、
酪
農
の
仕
事
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
２
人
は
す
み
ゆ
う
（
住
田

ま
す
。
２
人
は
す
み
ゆ
う
（
住
田

祐
人
）
さ
ん
と
ギ
ョ
ウ
（
行
天
愛

祐
人
）
さ
ん
と
ギ
ョ
ウ
（
行
天
愛

輔
）
さ
ん
で
、
働
き
手
を
探
す
久

輔
）
さ
ん
で
、
働
き
手
を
探
す
久

保
さ
ん
に
、
吉
本
興
行
の
プ
ロ
ジ

保
さ
ん
に
、
吉
本
興
行
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
応
じ
、
就
任
に
至
り
ま

ェ
ク
ト
が
応
じ
、
就
任
に
至
り
ま

し
た
。
就
任
式
当
日
は
テ
レ
ビ
、

し
た
。
就
任
式
当
日
は
テ
レ
ビ
、

関
係
誌
各
社
に
公
表
さ
れ
、
久
保

関
係
誌
各
社
に
公
表
さ
れ
、
久
保

さ
ん
は
、
少
し
で
も
地
域
の
働
き

さ
ん
は
、
少
し
で
も
地
域
の
働
き

手
不
足
の
解
消
に
尽
力
し
た
い
と

手
不
足
の
解
消
に
尽
力
し
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

の
こ
と
で
し
た
。

よしもと芸人「くびったけ」

酪
農
酪
農
にに
挑
戦
挑
戦
‼‼
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クロスブリーディングクロスブリーディング
（3元交配）牛誕生（3元交配）牛誕生

　
６
月
１4
日
、
養
老
牛
中
澤
牧
場
で
根
室
管
内
初
の
３

元
交
配
に
よ
る
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
牛
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
母
牛
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
に
比
べ
て
小
柄
で
す
が
、

分
娩
は
非
常
に
軽
く
、
子
牛
は

元
気
に
発
育
し
て
い
ま
す
。

　
分
娩
後
の
母
牛
の
乳
房
底
面

は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
に
比
べ
て

少
し
低
め
で
す
が
、
乳
頭
配
置

は
適
正
で
、
搾
り
や
す
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
×
モ
ン
ベ

リ
ア
ー
ド
種
×
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

エ
ア
シ
ャ
ー
種
を
交
配
し
た
子

牛
の
斑
紋
は
、
ま
だ
ら
模
様
で

３
元
交
配
の
特
徴
を
し
っ
か
り
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
強
み
を
生
か
し

て
牧
場
に
貢
献
で
き
る
牛
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

根室管内初

適正な乳頭配置適正な乳頭配置中澤さんとクロスブリーディング牛中澤さんとクロスブリーディング牛

分娩後のホル×モンべの母牛分娩後のホル×モンべの母牛

クロスブリーディング（3元交配）牛クロスブリーディング（3元交配）牛
足元が特にまだら模様になっている。

ホルスタイン×モンベリアードのＦ１にカナディアンエアシャーを交配した娘牛が誕生
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JA共済
耳より
情報
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ふぁーまっくでお待ちしております！

おすすめ
商品!暑熱

　  対策

　
６
月
１０
日
、
中
標
津
町

計
根
別
地
区
集
落
の
総
会

が
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

さ
れ
取
組
の
再
確
認
と
精

査
を
行
な
い
ま
し
た
。
内

容
は
伝
染
病
蔓
延
防
止
対

策
お
よ
び
草
地
整
備
に
対

す
る
支
援
額
の
増
額
を
決

定
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

中
山
間
事
業
お
よ
び
多
面

的
機
能
支
払
交
付
事
業
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
６
月
2５
日
、
別
海
町
の
植
樹
祭
へ
営
農
支
援

課
佐
藤
、
営
農
振
興
課
小
林
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
気
温
は
3０
度
に
迫
る
猛
暑
の
中
、
多
く
の
方

が
参
加
し
植
樹

を
行
な
い
ま
し

た
。

　
森
、
川
、
海

に
お
け
る
環
境

保
全
活
動
の
一

環
と
し
て
今
後

も
継
続
し
て
参

加
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
2５
日
・
中
標
津
町
計
根
別
地
区
集

落
、
６
月
５
日
・
本
別
、
６
月
９
日
・
大

成
で
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
を
活
用

し
た
花
苗
配
布
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

中
山
間
事

業
を
活
用
し
、

今
年
も
地
域

や
自
宅
周
り

を
花
で
い
っ

ぱ
い
に
し
て

頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

中山間計根別地区集落
通常総会開催！

別海町植樹祭へ参加！

中山間集落花苗配布！
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P.N. ごちゃまぜくんさん P.N. さしすさん

P.N. ウタさん P.N. かめのこたわしさん

                                                                                                 
農農  業業  特特  別別  専専  攻攻  科科  説説  明明  会会    

日日時時：：令令和和 44 年年 88 月月 44 日日（（木木））1100：：3300～～1122：：0000  

場場所所：：専専攻攻科科ゼゼミミ研研究究室室  

内内容容：：①①専専攻攻科科ととはは（（役役割割・・学学費費・・取取得得可可能能資資格格ななどど））  

      ②②授授業業内内容容ににつついいてて（（科科目目やや視視察察研研修修・・研研究究活活動動ににつついいてて））  

      ③③給給付付金金のの説説明明やや施施設設見見学学ななどど  

 〒086－0214 

北海道野付郡別海町別海緑町 70-1 

TEL：0153-75-2053   

HP：http://www.bekkai.hokkaido-c.ed.jp 

E-mai l：bekkai-z4@hokkaido-c.ed.jp 

科 訓 
 

北北海海道道別別海海高高等等学学校校

農農 業業 特特 別別 専専 攻攻 科科

登登校校時時間間 1100 時時 3355 分分・・下下校校時時間間 1144 時時間間 3355

登登校校日日：：月月水水金金    登登校校日日数数最最大大年年間間 114422 日日

町町内内外外視視察察・・専専門門家家外外部部講講師師にによよるる講講義義多多数数

申申込込みみ・・資資料料請請求求・・おお問問合合わわせせ

イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー



標津 業高校中
なか

農
のう

通
つう

信
しん
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令和４年度
第52回東北海道学校農業クラブ連盟意見発表大会
当番校として３年ぶりに集合形式で開催

　
　６月15日㈬、中標津町総合文化会館「しるべっと」を会場に、東北海道連盟意見発表大会を開
催しました。コロナ禍で行われる３年ぶりの集合形式での大会。感染状況を見ながらの準備で、実
施できるか不安もありましたが、「コロナ禍でも農業クラブ活動を止めない」という思いを持ち、
中農農業クラブ員が全力でできる対応をしようと、何度もシミュレーションと改善を重ね、当日を
迎えました。
　当日は快晴。本校農業クラブ執行部と運営生徒の総勢36名が、東北海道連盟に所属する７校の
代表生徒と指導教員、４名の外部審査員のみなさんをお迎えしました。ホールに響き渡る力強い発
表者の声。農業クラブの伝統を繋ぐことができたことを実感した瞬間でした。

　本校生徒ひとりひとりの頑張りと、参加したみなさんの協力のおかげで、無事に大会を終えるこ
とができました。前日からの準備、そして長時間にわたる運営で、生徒たちは疲れ切った表情を浮
かべていましたが、「やり遂げた」という充実した笑顔も見られ、達成感と自信を得ることができ
た大会となりました。

充分にディスタンスを確保した会場

無事大会運営を終えた執行部役員

連盟旗

運営を終え充実した笑顔を浮かべる執行部役員
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分野Ⅱ類で優秀賞、分野Ⅲ類で最優秀賞受賞！

さぁ全道大会へ！　
　意見発表大会での最優秀賞受賞は12年ぶりの快挙となります。入賞した石井さんと水本さんは、
８月25日㈭・26日㈮の２日間、真狩高等学校で行われる全道大会へ出場します。さらに発表力・
表現力に磨きをかけ、全道各地から集まるクラブ員に、熱い思いを伝えてくれることを期待してい
ます。

　本校から出場した３名の発表テーマは次
のとおりです。

　【分野：Ⅰ類（生産・流通・経営）】
　　出場
　　生産技術科３年　筒渕　光人
　　『農業者の高齢化についての提言

～私が考える明日からの農業～』

　【分野：Ⅱ類（開発・保全・創造）】
　　優秀賞
　　食品ビジネス科３年　水本　弘美
　　『もちもちムギムギ　もち麦のススメ』

　【分野：Ⅲ類（ヒューマンサービス）】
　　最優秀賞
　　食品ビジネス科３年　石井 あみ
　　『“植育”から“食育”へ。

計根別子ども食堂プロジェクト』

発表する石井 聴衆に栄誉を披露する受賞者（右が石井）

カップと賞状を手にした３人
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昔昔をを振り返って振り返って
発行日：平成4年7月25日（7月号）

◦ 平成４年度、優良勤労青少年として北本別地区の信
夫重勝さんが表彰されました。

　 青年部活動に積極的に取り組み、別海町青年団体協 
議会会長を務めるなど酪農青年の模範となる活躍ぶ
りでした。

　 また、当時のアメリカ・ＥＣの二大農産物輸出国の
動きがわかる記事もあるので現在と比べてみてはど
うでしょうか？
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普及センター通信根室農業改良普及センター

北根室支所 272-2163

16

哺乳ロボット利用での衛生管理のポイント

　哺乳作業の省力化や多回哺乳による発育の向上を目的に哺乳ロボットの活用が増えています。気温と湿
度が高くなるこの季節。いつもよりも以下の点をご注意ください。

 １　哺乳ロボットの管理方式の違いによる注意点
　哺乳ロボットは、集団哺乳型が主流でしたが、近年は個体別哺乳型を導入する農場も増えています。そ
れぞれの使用上の注意点は下記の通りです。

表１　各哺乳型の注意すべきポイント

 

  

 ２　気をつけておきたい衛生管理
　夏は飲水量アップ、細菌の増殖増加、分娩頭数増加などの季節です。とりわけ、哺乳ロボットのメンテ
ナンスと牛床の衛生管理が重要です。

表２　管理のポイント 

哺乳期の管理を向上させて優良な後継牛を確保しましょう。

集 団 哺 乳 型 個体別哺乳型

方式 管理方法

哺乳牛同士の接触による伝染性疾患のリスクが高まる 日々の健康観察、早期発見早期対処

弱い牛がドリンクステーションで押し出される可能性 飲めない牛への補助や群分けが必要

個体別哺乳型 個体ペンでの管理 ロボットが移動するため、哺乳時間が限定される 飲めない牛への補助が必要

1ペンで複数頭管理

衛生面での注意点 対策

集団哺乳型

哺乳ロボットのミルク調整と飲み口を清潔に 牛床・ペンをクリーン＆ドライに

分類 状態

代用乳の吐き出し口に粉が溜まっていませんか？ 湿度の高い時期はこまめな清掃で代用乳を適量に

飲み口やその周辺はキレイですか？ 自動洗浄されない部分の洗浄で清潔な状態に

ミルクの温度は適正ですか？ 定期的に設定温度の確認が必要です

敷料の量や換気は確保されていますか？ 日々の牛床の清掃、充分な敷料ときれいな空気の空間に

きれいな水やスターターは給与されていますか？ 発育を良好にするためには、適切な管理が必要です

ポイント

哺乳ロボット

牛床・ペン



17

１．はじめに
　牛サルモネラ症はサルモネラ菌によって発生する下痢症や発熱を主体とする疾病です。サルモネラ菌は
血清型によって2,000種類以上に分類され、そのうちの数種類が家畜伝染病予防法における届出伝染病に
指定されています。以前は、子牛の集団発生が中心でしたが、近年は搾乳牛での症例が増加しており、乳
量低下とともに、治療の際の抗菌剤投与に伴う生乳廃棄により経済的損失が大きくなっています。感染は
主として感染動物の糞便等を介して飲水や飼料等が汚染され、それらを牛が摂取することで成立します。
今回、牛サルモネラ症に関する実態とこれまで行われた研究結果の一部をご紹介いたします。

２．牛サルモネラ症の発生実態
　牛の飼養頭数が多い北海道では、牛サ
ルモネラ症が毎年多数認められ、昨年の
釧路・根室振興局管内の市町村では、釧
路市、別海町および中標津町で複数戸に
おいて発生がありました（表１）。また、
乳牛糞便からのサルモネラ菌分離率を調
査した過去の報告１)では、分娩後100日
以下の泌乳前期牛で多い傾向であり（図
１）、その時期の乳蛋白質率が低い牛が
多かったことから、エネルギー不足が関
与している可能性が示唆されました。そ
のため、特に、泌乳前期における採食量
の低下や第一胃機能の異常を防止する飼
養管理が重要です。
　牛群における感染は牛の糞便を介する
ものが主ですが、野生動物による関連も
指摘されています。農場内およびその周
辺における野生動物のサルモネラ菌の保
菌実態調査2)によると、ネズミ類、ドバ
トおよびスズメの腸内容や脚表面からは
検出されませんでしたが、アライグマ、
キタキツネおよびカラスの腸内容や脚表
面の一部からはサルモネラ菌が分離され
ました。それらの中には届出伝染病に指
定されている血清型も含まれており、牛
に対する警戒すべき感染源になり得るこ
とから、牛舎内への野生動物の侵入対策
が重要です。

参考文献
　１）成績概要書「酪農場における牛サルモネラ症の実態解明と発生防止対策」、道立畜試・根釧農試（2008）
　2）成績概要書「酪農場における野生動物のサルモネラ保菌実態と対策」、北海道立総合研究機構畜産試験場（2012）

牛サルモネラ症の実態について牛サルモネラ症の実態について
（地独）北海道立総合研究機構
酪農試験場　乳牛グループ

松井　義貴

表１ 令和３（2021）年における北海道内の牛サルモネラ症の発生状況 

 

 

 

図１ 乳牛における乳期別の糞便からのサルモネラ菌分離率 

    乳期による菌分離率は統計学的に有意（P<0.01） 

月 新規発生戸数 新規発生頭数 釧路・根室振興局管内の発生市町村

１月 8 26 釧路市、別海町
２月 3 14
３月 5 17 別海町
４月 2 4
５月 1 3
６月 1 17
７月 1 5 中標津町
８月 7 25 白糠町、浜中町
９月 7 29 標茶町、中標津町
１０月 4 14
１１月 5 16
１２月 2 6 釧路市
総計 46 176

北海道農政部ホームページ　北海道内の家畜伝染病発生状況令和３年次から作成

発生は届出対象の血清型に限る
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　６月20日現在 2,300円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 39０ 36１ 832,7００ 286,０００ ５34,００3 -23０,634
乳牛・ホル初妊ET 72 6５ 966,9００ ５０7,１００ 7５4,363 -１38,4１8
乳牛・ホ無　初妊 ５ ５ 49５,０００ 337,7００ 447,26０ -294,１6０
乳牛・ホ無　初妊ET ０ ０ ０ ０ ０ ０
乳牛・ホル　経産牛 ０ ０ ０ ０ ０ ０
そ の 他 の 乳 用 種 4 4 ５５6,6００ 27５,０００ 47１,０7５ 47１,０7５

合　　　　計 47１ 43５ 966,9００ 27５,０００ ５6５,3５4 -2１2,2５2

令和４年度５月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　６月17日開催分	 税込み

６月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 12 ヶ 月 未 満 3,72１ 24
未 経 産 12 ヶ 月 以 上 4,１５7 -48
そ の 他 の 未 経 産 １3１ ５

計 8,００9 -１9
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,68０ -26
そ の 他 の 経 産 牛 ５8 2

計 9,738 -24
合　　　　　　　計 １7,747 -43

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 6０2 9
黒 毛 和 種 　 オ ス １０4 １１

計 7０6 2０

合　　　　　　　計 7０6 2０
総　　　合　　　計 １8,4５3 -23

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 431 410 895,400 39,600 620,754 -79,611
肉素・黒毛　メス　ＥT 363 346 4,611,200 116,600 708,454 -68,875
肉素・黒毛　メス計 794 756 4,611,200 39,600 660,892 -67,658
肉素・黒毛　オス
肉素・黒毛　去勢 720 696 991,100 213,400 739,997 -71,328
肉素・黒毛　去勢　ET 584 546 1,105,500 311,300 789,421 -79,314
肉素・黒毛　去勢計 1304 1242 1,105,500 213,400 761,724 -70,280
肉素・短角種　去 1 1 396,000 396,000 396,000 -16,560
肉素・肉専用種 去 0 0 0 0 0 -438,900
繁 殖 ・ 黒 毛 67 62 1,670,900 385,000 705,898 -6,345
繁殖・乳用交雑 13 7 718,300 564,300 685,300 -70,633
廃 用 ・ 黒 毛 67 67 713,900 170,500 398,496 65,221

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 9,778,０１2 １０2.7 １9,１１3,6１6 １０2.５ １24
Ｊ Ａ 中 標 津 町 １3,679,１3５ １０５.１ 26,788,343 １０５.7 １62
Ｊ Ａ け ね べ つ 8,101,453 99.7 15,945,420 100.4 122
Ｊ Ａ 中 春 別 １０,896,73０ 97.8 2１,339,69０ 98.１ １５9

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,282,０88 １０１.3 １6,2０3,6５4 １０2.8 １１7
上 春 別 支 所 6,１38,6５１ １０１.4 １2,０4１,５０2 １０2.０ 66
別 海 本 所 １4,０24,１69 １０2.3 27,3００,8１6 １０2.4 2１7
根 室 支 所 4,５87,０4０ １０2.１ 8,94１,732 １０3.2 7５

小　　　　計 33,０3１,948 １０１.8 64,487,7０4 １０2.５ 47５
合　　　　　計 7５,487,278 １０１.7 １47,674,773 １０2.2 １,０42

ホクレン根室家畜市場	一般市場　６月22日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場	乳牛市場（セール）６月20日開催分	 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 9０ 88 398,2００ １8,7００ １72,763 -2１7,93０
乳牛・ホル　初妊 １6 １6 4５2,１００ １98,０００ 28１,394 -384,3１8
乳牛・ホル　経産 １4 １4 334,4００ １32,０００ 22５,５００ -89,86０
乳牛・ホル・無経産 ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・黒毛和種・メス １ １ １72,7００ １72,7００ １72,7００ -228,５2０
肉素・黒毛和種・オス 2 2 389,4００ １,１００ １9５,2５０ １62,０94
肉素・黒毛和種・去 ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・乳用交雑・メス ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・乳用交雑・オス ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・ホル中犢・メス ０ ０ ０ ０ ０ -１4０,76０
肉素・ホル中犢・オス 3 3 38,５００ ５,５００ １7,967 -2１,34５
肉素・ホル中犢・去 ０ ０ ０ ０ ０ -１０9,０8０
肉素・ホル・メス １１ １１ 284,9００ １2,１００ 222,2００ 28,34０
肉 素・ホ ル・オ ス ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・その他・メス ０ ０ ０ ０ ０ ０
肉素・その他・去 ０ ０ ０ ０ ０ ０
初生・黒毛和種・メス 28 27 7１8,3００ 238,7００ 4１4,822 -39,46０
初生・黒毛和種・オス 3１ 29 ５97,3００ 22,０００ 462,１５2 -１０2,５76
初生・乳用交雑・メス １22 １2１ 2１7,8００ 3,3００ １１6,０73 -86,74５
初生・乳用交雑・オス １23 １23 2５５,2００ 4,4００ １76,724 -１3０,24１
初生・ホル・オス １3１ １29 １82,6００ １１０ 9０,347 -１4,97０
初生・ホル乳用・メス 33 32 １５０,7００ 8,8００ 89,92５ -22１,36０
初生・異性双児・メス 2１ 2１ 63,8００ １１０ 3５,99１ -１3,１００
初生・その他・メス ０ ０ ０ ０ ０ ０
初生・その他・オス １ １ 3,3００ 3,3００ 3,3００ -５6,１００
廃 用 黒 毛 和 種 ０ ０ ０ ０ ０ -29５,38０
廃用・乳用交雑 １ １ 33０,０００ 33０,０００ 33０,０００ 23,28０
廃 用 ・ ホ ル １32 １32 363,０００ 3１,9００ １72,47５ -39,５7１
廃 用 ・ そ の 他 2 2 １82,6００ ５５,０００ １１8,8００ 22,68０
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（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する＋イラストコーナー
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７月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッター
チャンスなどを募集しています！営農支援係までメー
ルするか事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしており
ます！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

◆まだ寒い🥶

　６月になったのに寒い日が続いてお日様恋し

いこの頃です。　（ペンネーム　なかよしさん）

◆残念…

　寒い夏ですねー。

　暑くても文句言うくせに(笑)

　でも、もうすこし暖かったらハンモックでう

たたねできるのに…残念でっす。

（ペンネーム　かぼちゃん）

まちがいさがし
６月号の答え 1 3 6 9 12

抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農支援係でお受け取りください。
※ 《応募方法》《締め切り》につきましては、最終ページ下段を

ご覧ください。

境　　和子さん

石川　将貴さん

須貝　公星さん

室井かおりさん

大槻みちるさん
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　暑い日が増えて、盛り上がる行事、お祭りの季節が近づいてまいりました。
コロナで中止になってきましたが今年こそは開催されて欲しいですね…。
　…そんな「盆踊り」をテーマとした素敵な作品をお待ちしております。
　（7月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。
　また、お題の写真も募集しております。素敵な写真がありましたら、是
非ご提供してください。

先月のお題は
「６月」でした！

◦ 「まちがいさがし」正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。

《応募方法》�前ページの点線の部分を事務所入り口に設置して
いる投書箱へ。 または、営農支援係までFAX(78-
2048)をお願いします。

《締め切り》2022年７月25日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」2022年８月号誌上


